
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
日
提
出

質

問

第

一

七

五

号

北
方
領
土
問
題
に
係
る
前
原
誠
司
沖
縄
北
方
担
当
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
問
題
に
係
る
前
原
誠
司
沖
縄
北
方
担
当
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

新
聞
報
道
等
に
よ
る
と
、
本
年
十
二
月
一
日
、
前
原
誠
司
沖
縄
北
方
担
当
大
臣
は
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
ロ
シ

ア
の
ナ
ル
ィ
シ
ュ
キ
ン
大
統
領
府
長
官
が
十
一
月
三
十
日
の
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
の
会
談
で
、
当
方
の
質
問
主
意
書

に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
三
第
八
二
号
）
に
お
い
て
、
北
方
領
土
が
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
た
こ
と
に
対
し
、
「
歴
代
内
閣
も
使
っ
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
政
府
答
弁
書
と
い
う
形
で

使
っ
て
お
り
、
不
法
占
拠
と
い
う
わ
が
国
の
認
識
は
一
貫
し
て
い
る
」
と
発
言
（
以
下
、
「
前
原
発
言
一
」
と
い
う
。
）
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
新
聞
報
道
等
に
よ
る
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ザ
な
し
交
流
に
関
し
、
ロ
シ
ア
国
内
に
お

い
て
北
方
領
土
を
管
轄
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
州
政
府
が
、
来
年
か
ら
北
方
領
土
を
訪
問
す
る
日
本
船
に
対
し
て
入
港
税
を
要
求

す
る
方
針
を
十
一
月
二
十
七
日
に
固
め
た
こ
と
に
関
し
、
前
原
大
臣
は
「
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
具
体
的
な
話
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
今
ま
で
の
四
島
交
流
は
両
国
の
法
的
立
場
を
害
さ
な
い
前
提
で
行
っ
て
お
り
、
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
、
応
じ
る
考
え
の
な
い
旨
の
発
言
（
以
下
、
「
前
原
発
言
二
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
を
踏

ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
前
原
発
言
一
」
及
び
「
前
原
発
言
二
」
は
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
に
お
い
て
統
一
さ
れ
た
公
式
見
解
で
あ
る
か
。
鳩
山
総

一



理
大
臣
と
し
て
も
、
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。

二

外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
は
、
本
年
九
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
日
ロ
首
脳
会
談
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
北
方
領

土
問
題
に
つ
い
て
、

「
�

領
土
問
題

（
�
）

総
理
か
ら
、
自
分
の
祖
父
・
鳩
山
一
郎
元
総
理
が
一
九
五
六
年
に
訪
露
し
た
際
に
は
、
二
島
引
き
渡
し
で
は

領
土
問
題
を
解
決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
平
和
条
約
を
締
結
で
き
な
か
っ
た
、
そ
れ
か
ら
五
十
年
以
上
経
っ

た
が
、
未
だ
に
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
両
国
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
、
我
々
の
世
代
で
領
土
問

題
を
最
終
的
に
解
決
し
、
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
よ
う
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
、
旨
述
べ

た
。

（
�
）

こ
れ
に
対
し
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
平
和
条
約
交
渉
を
一
層
進
め
、
精
力
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
、
独
創
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
揮
す
る
用
意
も
あ
る
し
、
同
時
に
、
法
的
な
範
囲
の
中
で
議
論
を
行
う
こ
と

も
重
要
で
あ
る
、
過
去
の
遺
産
を
政
治
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
う
、
旨
述
べ
た
。

（
�
）

両
首
脳
は
、
十
一
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
二
国
間
会
談
を
行
う
際
に
は
、
本
日
の
や
り
と
り
を
踏
ま

二



え
、
議
論
を
深
め
る
よ
う
良
く
準
備
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
。
ま
た
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
提
案
を

受
け
、
領
土
問
題
を
含
め
、
外
相
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
で
両
首
脳
は
一
致
。
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
十
五
日
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
日
ロ
首
脳
会
談
で
は
、

「
・
鳩
山
政
権
の
下
で
日
露
関
係
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
今
次
会
談
は
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
の
本
格
的
な

対
話
の
開
始
と
の
位
置
付
け
。

・
両
首
脳
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
日
露
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
動
す
べ
き
こ
と
で
認
識
が
一
致
。

・
領
土
問
題
に
関
し
、
総
理
か
ら
、
従
来
の
冷
戦
的
な
思
考
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
の
下

で
、
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
最
終
的
に
解
決
で
き
る
よ
う
な
ロ
シ
ア
側
の
対
応
を
期
待
し
て
い
る
旨
発
言
。

・
こ
れ
に
対
し
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
厳
し
い
見
方
や
世
論
は
あ
る
が
、
鳩
山
政
権
の
間

で
領
土
問
題
を
是
非
前
進
さ
せ
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
、
自
分
は
冷
戦
的
な
思
考
で
こ
の
問
題
を
議
論
し
て
も

意
味
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
発
言
。

・
両
首
脳
は
、
今
後
一
層
、
電
話
会
談
も
含
め
、
首
脳
間
で
緊
密
に
協
議
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

首
脳
間
の
や
り
と
り
を
補
佐
す
べ
く
、
両
外
務
大
臣
間
で
も
で
き
る
だ
け
早
期
に
協
議
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
一

三



致
。
」

と
あ
る
。
ま
た
、
十
一
月
三
十
日
の
、
ナ
ル
ィ
シ
ュ
キ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
府
長
官
と
鳩
山
総
理
と
の
会
談
に
つ
い
て
は
、

鳩
山
総
理
大
臣
の
発
言
に
関
し
、

「
日
本
と
し
て
も
、
領
土
問
題
に
関
し
、
建
設
的
に
、
静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
同
時
に
、
互
い

の
立
場
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
首
脳
同
士
で
何
度
も
話
し
合
い
、
信
頼
関

係
を
高
め
て
い
く
中
で
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
北
方
領
土
は
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
状
態
が
続
い
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
問
題
を
巡
っ
て
日
ロ
の
立
場
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
交
渉
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
前
原
発
言
一
」
の
様
に
、
そ
の
こ
と
を
現
職
の
閣
僚
が
公
式
の
場
に
お

い
て
声
高
に
述
べ
、
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
こ
と
は
、
い
た
ず
ら
に
ロ
シ
ア
側
を
刺
激
す
る
だ
け
で
あ
り
、
右
で
挙
げ
た
、
一

連
の
日
ロ
の
首
脳
間
等
に
お
け
る
議
論
に
あ
る
様
に
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
良
好
な
環
境
作
り
に
資
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
鳩
山
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

三

「
前
原
発
言
二
」
に
あ
る
様
に
、
入
港
税
の
問
題
は
現
段
階
で
ロ
シ
ア
側
よ
り
正
式
な
通
告
を
受
け
て
い
る
も
の
で
は
な

四



い
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

四

ロ
シ
ア
側
よ
り
正
式
な
通
告
を
受
け
て
い
な
い
段
階
で
、
閣
僚
の
一
人
が
入
港
税
の
問
題
に
つ
い
て
断
定
的
に
、
あ
た
か

も
我
が
国
政
府
の
公
式
見
解
で
あ
る
か
の
様
な
発
言
を
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
か
。
鳩
山
総
理
大
臣
の
見

解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


